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S U P P O R T E R S C L U B N EW S

鷹山宇一記念美術館友 の 会会報
T A K A Y A M A - U I C H I M E M O R I A L M U S E U M O F A R T

「
忘
れ
え
ぬ
人

Ⅱ
」

美
術
館
復
帰
後
最
初
の
大
仕
事
に
、
私
は
ラ
ン
プ
館
の
展
示
替
え
を
所
望
し
た
。

春
の
鹿
内
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
、
夏
の
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ａ
展
、
秋
の
戸
村
春
樹
展
、
な
ど
な
ど
目
白
押

し
の
事
業
を
抱
え
、
我
が
美
術
館
学
芸
員
は
依
然
あ
ら
ゆ
る
も
の
と
の
奮
闘
に
明
け

暮
れ
休
ま
る
日
が
な
い
。
そ
こ
で
、
名
乗
り
を
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
丸
８
年
の
ブ
ラ

ン
ク
を
全
集
中
で
埋
め
て
い
く
。
こ
こ
に
私
の
鷹
山
宇
一
の
小
宇
宙
を
つ
く
ろ
う
。
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
洋
ラ
ン
プ
に
館
収
蔵
作
品
を
コ
ラ
ボ
す
る
。
入
れ
込
む
作
品
は
も
う
心
に

決
め
て
い
た
。

年
前
、
念
願
の
美
術
館
開
館
を
成
し
遂
げ
た
あ
の
方
々
の
想
い
は

28

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
・
・
・
初
心
に
帰
ろ
う
。
ラ
ン
プ
館
は
、「
精
鋭
」
お
一
人
お
ひ
と
り

の
お
顔
が
瞼
に
浮
か
ぶ
、
そ
ん
な
懐
か
し
い
空
間
に
仕
上
が
っ
た
。

昔
も
今
も
当
館
の
壁
面
は
、
町
・
財
団
所
有
の
十
数
点
の
ほ
か
は
、
町
民
有
志
の

個
人
が
お
持
ち
の
作
品
を
長
期
間
お
預
か
り
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
郷
里

な
ら
で
は
の
旧
交
か
ら
各
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
若
い
頃
の
作
品
に
加
え
、
美
術
館

開
設
に
備
え
購
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
も
多
い
。
一
言
で
は
語
り
尽
く
せ
ぬ
熱
い

思
い
が
沢
山
詰
ま
っ
た
鷹
山
美
術
館
な
の
で
あ
る
。
美
術
館
建
設
運
動
の
柱
で
あ
っ

た
当
財
団
元
常
務
理
事
・
濵
中
達
男
先
生
も
そ
ん
な
お
一
人
で
、
開
館
し
た
平
成
６

年
か
ら
メ
イ
ン
の
壁
面
の
常
連
で
あ
っ
た
こ
の「
高
原
」
は
、
令
和
２
年
に
町
に
ご
寄
贈

く
だ
さ
っ
た
作
品
だ
。

い
わ
ゆ
る
鷹
山
グ
リ
ー
ン
と
白
馬
に
象
徴
さ
れ
る
、
一
見
、
馬
産
地
・
七
戸
な
ら

で
は
の
牧
歌
的
な
作
品
と
思
わ
せ
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
白

馬
を
自
分
に
擬
え
た
時
、
何
を
思
う
だ
ろ
う
か
・・・乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
険
し
い

山
を
前
に
た
だ
一
人
、
様
々
な
険
難
、
孤
軍･･･

し
か
し
、
蝶
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
優
し

く
、
寄
り
添
い
、
見
守
っ
て
い
る
、
決
し
て
一
人
で
は
な
い
・・
・
で
も
、
地
に
足
を
つ
け
歩

ん
で
行
く
の
は
私
以
外
ほ
か
に
は
な
く
、
前
へ
、
前
へ
歩
を
進
め
な
け
れ
ば「
山
」
は
越

え
ら
れ
な
い
。
地
道
に
、
少
し
ず
つ
で
も
、
し
っ
か
り
と
、
一
歩
を
踏
み
出
せ
、
そ
し
て

ま
た
一
歩
・
・
・
。
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
先
生
が
そ
う
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
い
た
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。
が
、
今
は
私
も
そ
の
白
馬
で
あ
る
の
だ
と
、
蝶
と
な
っ
た
濵
中
先

生
に
い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
気
持
ち
で
こ
の
作
品
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

こ
の
１
月
、
宇
一
先
生
の
待
つ
彼
の
地
へ
と
、
先
生
は
旅
立
た
れ
た
。

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
と
は
何
ぞ
や
・
・
・
そ
の
揺
る
ぎ
な
い
哲
学
は
次
の
世
代
へ

と
繋
い
で
行
き
ま
す
。
本
当
は
す
ご
く
寂
し
い
。
け
れ
ど
、
長
年
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
副
館
長

大
沢
田
亜
希
子)

▲鷹山宇一「高原」1966(s41)年 キャンバス･油彩

●令和2年10月20日、鷹山宇一作品8点を七戸町に寄贈され
ました。中央「高原」。向かって左側に濵中達男先生、右側
は小又勉七戸町長
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総
会
で
は
、

任
期
満
了

に
伴
う

理

事
・
監
事
の

改
選
が
行

わ
れ
理
事

１
名

が
交

代

し
ま
し

た
。
ま
た
総

会
終
了
後

に
開
催
さ

れ
た
役

員

会

に
お

い

て
、
会
長
、

副
会
長
が

再
任
さ
れ
、

本

年

度

の

事
業
体
制

が
左
記
の
通
り
整
い
ま
し
た
。
会
員
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
長
い
間
理
事
を
務
め
ら
れ
た

葛
原
隆
男
様
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

総会に先立ち挨拶される大
沢田副館長（本年４月就任）

八
戸
市

照
井
壽
一

八
戸
駅
東
口
か
ら
徒
歩
１
分
、
市
内

に
向
か
っ
て
左
側
の
信
号
を
渡
っ
た
歩
道

の
車
道
側
に
建
っ
て
い
る
石
川
啄
木
（
１
８

８
６
年
ー
１
９
１
２
年
、
岩
手
県
出
身
、

歌
人
、
詩
人
）
投
宿
の
地
記
念
碑
を
５
月

下
旬
に
訪
問
し
ま
し
た
。

記
念
碑
は
、
啄
木
が
、
明
治

年
９
月

37

日
に
尻
内
駅
（
現
八
戸
駅
）
前
に
一
泊

28し
た
こ
と
を
記
念
し
て
２
０
０
３
年
１
月

日
に
建
立
さ
れ
、「
（
前
略
）
、
生
は
今

20日
午
後
草
庵
を
い
で
て
鉄
車
一
駆
今
宵

は
こ
こ
尻
内
の
旅
や
か
た
に
北
遊
第
一

夜
の
夢
を
結
ば
ん
と
す
。
明
日
は
津
軽

海
峡
を
こ
え
て
後
志
が
国
に
入
ら
む
。

（
後
略
）
」
と
い
う
友
人
に
宛
て
た
書
簡

の
一
節
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
旅
の
目

的
は
、
詩
集
出
版
の
費
用
を
借
り
る
た
め

に
北
海
道
小
樽
に
住
ん
で
い
た
次
姉
を

訪
ね
る
た
め
で
、
翌

日
早
朝
に
尻
内

29

駅
を
発
ち
、
野
辺
地
町
に
途
中
下
車
し

て
浜
辺
を
散
策
、
当
日
は
青
森
で
一
泊
、

翌

日
に
函
館
に
渡
り
、
函
館
か
ら
は
貨

30
物
船
に
便
乗
し
て
小
樽
ま
で
行
っ
た
そ
う

で
す
。

左下記念碑、正面八戸駅

右
の
写
真
は
、
啄
木
が
生
涯
三
度
も

訪
問
し
た
野
辺
地
町
の
愛
宕
公
園
に
あ

る
啄
木
歌
碑
で
す
が
歌
碑
の
字
体
は
啄

木
直
筆
の
ペ
ン
字
を
拡
大
し
た
も
の
で
、

１
９
６
２
年
５
月
４
日
に
行
わ
れ
た
除
幕

式
に
は
啄
木
の
娘
京
子
の
夫
、
石
川
正

雄
氏
が
参
列
し
た
そ
う
で
す
。

啄
木
は
、
１
９
１
２
年
４
月

日
に
満

13

年
齢

歳
と
２
か
月
で
東
京
都
文
京
区

26

で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
盛
岡
市
と
文
京

区
は
、
啄
木
の
生
誕
の
地
と
終
焉
の
地
と

い
う
「
縁
」
を
大
切
に
し
て
２
０
１
９
年
２

月

日
に
友
好
都
市
と
し
て
提
携
、「
盛

20
岡
駅
前
滝
の
広
場
」
に
啄
木
の
ひ
孫
で
あ

る
石
川
真
一
氏
の
揮
毫
に
よ
る
友
好
都

市
提
携
記
念
碑
が
設
置
さ
れ
た
そ
う
で

す
。啄

木
没
後
１
１
０
年
と
い
う
節
目
と

な
る
今
年
中
に「
不
来
方
の
お
城
の
草
に

寝
こ
ろ
び
て

空
に
吸
わ
れ
し

十
五
の

心
」
と
う
た
っ
た
盛
岡
城
址
公
園
に
遊

び
、
草
は
ら
に
寝
転
ん
で
空
を
見
上
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
考
資
料
等

「
青
森
県
と
石
川
啄
木
」
著
者

川
崎

陸
奥
男
、「
野
辺
地
ふ
る
さ
と
文
学
散

歩
」
野
辺
地
町
教
育
委
員
会
、「

年
26

２
か
月
」
著
者

松
田
十
刻
、
盛
岡
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ
の
他

鷹 山 宇 一 記 念 美 術 館 友 の 会
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会
令
和
４
年
度
通
常
総
会
が
令
和
４
年

６
月

日
午
後

時
か
ら
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業
報
告
、
貸
借

11

2

対
照
表
並
び
に
収
支
計
算
書
及
び
令
和
３
年
度
剰
余
金
処
分
案
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
会
員
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書(

案)

等
全
て
の
承
認
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
本
年
度
の
事
業
体
制

が
整
い
ま
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
通
常
総
会
議
案
書
を
別
添

の
と
お
り
同
封
致
し
ま
す
。
本
年
度
も
、
友
の
会
会
員
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

႓ გ ː ා ഽ ೒ ુ ௙ ٛ ٳ ट

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
訪
ね
て

石
川
啄
木
編

令 和 ４ ・ ５ 年 度

役 員 紹 介

会 長 下山恭美子（再任）

副 会 長 奥山 雅子 （再任）

事務担当 戸舘 榮一 （再任）

会報担当 照井 壽一 （再任）

理 事 小川 展子 （再任）

理 事 小林 光子 （再任）

理 事 小向 愼 （再任）

理 事 天間 孝栄 （再任）

理 事 山本 洋一 （再任）

理 事 盛田 隆造 （新任）

監 事 工藤喜代子（再任）

監 事 田中 淳 （再任）

潮
か
お
る
北
の
浜
辺
の

砂
山
の
か
の
浜
薔
薇
よ

今
年
も
咲
け
る
や

１ ９ ６ ２年５月４日建立
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4
月
17
日
︵
日
︶︑

﹁
虹
の
上
を
と
ぶ
船

あ
な
た
に
届
け

た
い
教
育
版
画
﹂が
閉

幕
し
ま
し
た
︒美
術
館

を
訪
れ
た
方
が
少
し

で
も
希
望
や
勇
気
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た

ら
な･･･

と
い
う
思
い

か
ら
企
画
さ
れ
た
こ

ち
ら
の
展
覧
会
︒﹁
感

動
し

た
﹂

﹁
素
晴
ら
し
い
ね
﹂
の
声
が

沢
山
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
︒

遠
く
は
福
岡
か
ら
の
お
客

様た
︒﹁
本
物
を
見
る
こ
と
が

出
来
て
凄
く
感
動
し
ま
し

た
︒
来
て
良

︒

元
気
を
貰
え
ま
す
ね
︒﹂
の
お
言
葉
を
い
た

だ
け
て
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
︑
こ
の
作
品

の
持
つ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
︒ 

      

6
月
5
日
︵
日
︶

﹁
鷹
山
宇
一 

無
限
の

世
界
に
魅

鹿
内
秀
雄
・
牧
子
コ
レ

が
無
事

に
閉
幕
し
ま
し
た
︒ 

 

本
展
で
は
鷹
山
宇
一

が
描
く
作
品
の
幻
想
世

界
に
魅
せ
ら
れ
︑
鷹
山

宇
一
の
作
品
の
収
集
を

心
に
決
め
た
と
い
う
︑

青
森
市
在
住
の
鹿
内
秀

雄
・
牧
子
ご
夫
妻
の
コ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
︒

い
つ
も
と
ひ
と
味
違

が

見
る
鷹
山
宇
一
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た

 
            

 

初
日
に
は
鹿

内
秀
雄
氏
の
ギ

ク
を
行
い
ま
し

た
︒ 鷹

山
宇
一
作

品
と
の
出
会
い

は
青
森
画
廊
︒油

絵
の
こ
と
は
よ

く
分

店
主
が
奥
か
ら
持

2
枚
の
鷹
山
作
品
に
一
瞬
で
心

引
か
れ
た
と
い
う
︒
1
枚
は
神
秘
と
幻
想

の
世
界
に
バ
ラ
が
浮
遊
し
た
作
品
︑
も
う
一

枚
は
︑
白
馬
が
天
空
を
駆
け
る
作
品
︒
こ
の

日
か
ら
鷹
山
宇
一
の
虜
に
な
り
︑
収
集
を
心

に
決
め
ま
し
た
︒
な
ど
︑
鷹
山
作
品
と
の
出

会
い
や
魅
力
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
︒ 

          

    

こ
の
度
当
美
術
館
で
は
青
森
放
送(

株)

と
共
催
で
︑﹁
青
森
放
送
開
局70

周
年
記
念 

G
O

M
A

展
﹂
を
開
催
い
た
し
ま
す
︒
弘
前

市
出
身
の
新
鋭

G
O

M
A

﹂

の
大
規
模
個
展
を
開
催
し
ま
す
︒G

O
M

A

さ
ん
は
自
身
の
発
達
障
が
い
を
積
極
的
に

公
表
し
︑

活
動
を
行

ま
す
︒
一
切
の
下
書
き
無
し
で
描
く
精
密
で

大
胆
な
作
品
は
国
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
︑

初
の
大
規
模
個
展
と
な
る
今
回
は
多
く
の

新
規
描
き
下
ろ
し
作
品
を
公
開
し
ま
す
︒
彼

の

で
も
あ
る

ア
活
動
か
ら
県
立
七
戸
養
護
学
校
と
の
コ

ラ
ボ
作
品
︑
さ
ら
に
青
森
ね
ぶ
た
を

し
た
展
示
も
予
定
し
て
い
ま
す
︒ 

    

鷹山宇一 
夢幻の世界に魅せられて 
鹿内秀雄・牧子コレクション 

4
／
29
︵
金
︶

 

鷹山宇一の作品を 30 点以上展示しました。鹿
内さんは初期から晩年までの作品をまんべん
なく収集しており、年代ごとの移り変わりを
楽しむことが出来ました。 

虹の上をとぶ船 
今、あなたに届けたい教育版画 

20 名以上のお客様が集まり、鹿内さん
のお話に聞き入っていました。 

次
回
展
覧
会 

青
森
放
送
開
局
７
０
周
年
記
念 

G

O

M

A 

展 

 

詳
し
く
は
次
の

へ
！ 

↑作品の一部が登場
する、宮崎駿監督の映
画「魔女の宅急便」の
絵本も一緒に展示し
ました。 
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油
性
ペ
ン
を
使

描
き
︑
繊
細

で
細
か
い
線
で
あ

り
な
が
ら
︑
力
強

くな
絵
が
特
徴
的
な

G
O

M
A

さ
ん
の

作
品
︒
彼
の
描
く

独
特
の
世
界
観
は

国
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
︒ 

                

  

斬
新
で
︑
前
例
の
な
い
作
品
は
︑

界
の
異
端
児
と
さ
れ
︑

と
も
称
さ
れ
ま
す
︒G

O
M

A

さ
ん
に
は
二
つ
の
発
達
障
が
い
が
あ
り
ま

す
︒
一
つ
は
集
中
力

い
ら
れ
な
い
な
ど
の
特
徴
を
も
つ
脳
機
能

障
が
い
︻AD

H
D

︼︒
も
う
一
つ
は
読
み
書

き
が
困
難
な︻

彼
は
自
身

の
発
達
障
が
い
を
積
極
的
に
公
表
し
︑

活
動
を
行

 
       

 GOMA profile 
青森県弘前市出身。東北女子短期大学卒業後、３年ほ
ど保育士勤務を経て、秋田公立美術工芸短期大学へ入
学。卒業後、本格的にアーティストとしての活動を始
める。2012 年『GOMAHOUSE』設立。2015 年
【JAPANEXPOPARIS2015】にアーティストとして
出演。2019 年『株式会社 GOMALABO』設立。 

 

夏休み期間中、GOMA さん

本人と一緒に楽しむワークシ

ョップを開催！ 

【開館時間】10：00～18：00（最終入場 17：30） 
【休館日】毎週月曜日（但し 7 月 18 日（月・祝）は開館し、翌日 19 日（火）を振替休館） 
【入館料】一般・大学生 1000（800）円、小・中・高生 600（500）円 
※（ ）内は前売券料金。7 月 15 日（金）まで前売券発売中！（鷹山宇一記念美術館でも購入できます） 

※七戸町立鷹山宇一記念美術館発行の入場券・招待券、全ての優待サービスは本展覧会の対象外となります。 

関連事業などの最新情報は青森放送ホームページ（https://www.rab.co.jp）をご覧ください。 

↑本展のメインビジュアル制作中の GOMA さん。制作中の
様子を見学させてもらいました！下書きが一切無い画面に、
「ビル」や「花」など様々なモチーフが次々と描かれていき
ます。あっという間に GOMA さんの世界観に引き込まれて
しまいました。 

青森県立七戸養護学校とコラボし

た、光る「リンゴ」のイルミネーション

作品も展示予定！どんな作品になる

のかは是非会場でご覧下さい！ 

 

G

O

M

A  
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５
月
22

 

に

を

デ
コ

は
特
殊
な
糊
で

を
貼

ン
グ

今
回
参
加
さ
れ
た
方
々

ベ

テ
ラ
ン
揃
い
！
作
業
に
入
る
前
の
説
明

に
し
ま
す

が
何
層

て
い
る
か
の
質
問

小
学
生
の
ベ
テ
ラ
ン
君
が

と
答
え
て
く
れ
ま
す

実
は
今
回

に

美
術
館
の
新
し
い

が
紛
れ
て

皆
さ
ん
の
作
業
の
早
さ
に
も
ち
ろ
ん
つ
い
て
は
い
け
ま

作
品
の
完
成
一
番
乗
り
の
ベ
テ
ラ
ン
君

思
わ
ず
お
兄
ち

先
生

な
あ
と
冗
談
交
じ
り
で
頼
ん
だ

本
当
に
先
生
が
誕
生

指
示

一
緒
に
作
業
し
て
い
る

様
子
を
見

み
ん
な
で

年
に
１

２
回
開
催
の

を
自
分
の
も
の
に

し
て
人
に
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と

は

お
家
で
も
制
作
し
て
い
る
成
果

 

自
分
仕
様
の

や
お
孫
さ
ん
用
の

グ

そ
し
て
共
同
制
作
の

が
完
成

最
後
は
み
ん

な
で
出
来
映
え
を
鑑
賞

 

 

は
本
来

３
月
に
開

催
を
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た

め
延
期

 

     

            

 

   
 

             

        

           

       

                   

令和４年度 
美術館あーとくらぶ 

 
今年度も様々なものづくりを

通して、皆さまと素敵な時間

を共に過ごしたいと考えてお

ります。 
 
どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

この部分に 

デコパージュをすると 

このような仕上がりになり

ます。 

（左側①から⑧までが工程です。） 

デコパージュ 
って何？ 

は

フ
ラ
ン
ス
語
で
Ｄ

切
り
抜
く
・
切
り
裂

く

語
源

 

16
世
紀
イ
タ
リ
ア
・
ベ
ネ
チ
ア
の
家
具

職
人
が
日
本
の
漆
工
芸
に
魅
せ
ら
れ
模
倣

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ

フ
ラ
ン
ス

を
始
め
各
国
に
広

 

16
世
紀
と
い
え
ば
日
本
は
室
町
時
代こ

ん
な
に
古
い
歴
史

驚
き
で

 

① 材料 ② ペーパーナプキンを切る 

③ ペーパーナプキンを
剥がす 

④ 糊を容器にれる 

⑤ バッグに糊を塗る ⑥ ペーパーナプキンを貼る 

⑦ 貼ったペーパーナプキ
ンの上を糊でコーティ

ングする 

⑧ 完成 

ペーパーナプキン 

デコパージュ用の糊 

はけ 

３層のペーパーの 
一番上だけを使用 

角がないように丸く
切る 

糊はペーパーナプキンよ
り一回り大きく 

力を入れすぎると

破けます 

いかがでしたか？？ 

デコパージュは、木、ガラス、

缶などいろいろなものに貼るこ

とができます。中にはズックにデ

コパージュした作品も。そのとき

の素材に合わせて糊も種類があ

ります。 

もしどこかで、材料を見つけた

ら手に取ってみてくださいね。 

冬に開催のワークショップで

もデコパージュを取り上げる予

定です。参加おまちしておりま

す。 

デコパージュの工程 
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✾

✾

美
術
館
日
誌

◆
４

◆

月

▼

辞
令
交
付
式

１
日(

金)

▼

青
森
朝
日
放
送(

株)

コ
ン
テ

５
日(

火)

ン
ツ
事
業
部
長･

西
様
、
南
谷
様
ご
来

館
。
絵
馬
館
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
修
理

▼

｢

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ａ
展｣

打
合
せ(
青
森

７
日(

木)

放
送･

ホ
ー
ル
ド
オ
ン)

。
電
気
設
備
定

期
点
検(

佐
藤
電
気)

▼

友
の
会
監
査

日(

土)

16
▼

｢

虹
の
上
を
飛
ぶ
船
展｣

最
終
日

日(

日)

17
▼

青
森
放
送(

株)･

山
本
社
長
を

日(

月)

18表
敬
訪
門(

当
財
団
常
務
理
事
、
副
館
長)

▼

戸
村
春
樹
展
作
品
写
真
撮
影
。

日(

火)

19展
示
替
え
臨
時
休
館(

～
４
／

)29

▼

青
森
放
送(

株)･

佐
々
木
様
ご

日(

水)

20来
館
。
当
財
団
収
蔵
作
品
監
査

▼

｢

虹
の
上
を
と
ぶ
船
展｣

作
品
撤

日(

火)

26去
作
業･

青
森
県
立
郷
土
館
へ
返
却(

遠
藤
、

青
森
ス
タ
ジ
オ)

▼

｢

鹿
内
秀
雄･

牧
子
コ
レ
ク
シ
ョ

日(

水)

27ン
展｣

作
品
展
示
作
業(

青
森
ス
タ
ジ
オ)

▼

濵
田
進
先
生
作
品
返
却

日(

木)

28
▼

｢

鹿
内
秀
雄･

牧
子
コ
レ
ク
シ
ョ

日(

金)

29ン
展｣

初
日
。
鹿
内
秀
雄
氏
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
開
催

◆
５

◆

月

▼

当
財
団
会
計
監
査

６
日(

金)

▼

友
の
会
役
員
会

７
日(

土)

▼

青
森
県
立
美
術
館･

板
倉
様

８
日(

日)

ご
来
館(

戸
村
春
樹
展
資
料
調
査)

▼

友
の
会
研
修
旅
行
打
合
せ
。

日(

木)

12電
気
設
備
定
期
点
検(

佐
藤
電
気)

▼

当
財
団
第
２
回
理
事
会

日(

土)

14
▼

七
彩
会

日(

日)

15
▼

Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ｢

今
日
も
あ

日(

水)

18さ
ぷ
り｣

へ
生
出
演(

地
域
特
派
員･

織
川)

▼

戸
村
家
訪
問
。
八
戸
市
立
図

日(

木)

19書
館
か
ら
作
品
借
用(

副
館
長･

遠
藤･

織
川･

對
馬
）

▼

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ｣

(

織
川)

日(

土)
｢

22

W
S

▼

銅
版
画
家･

橋
本
尚
恣
様
ご

日(

木)

26来
館

▼

当
財
団
定
時
評
議
員
会

日(

日)

29◆
６

◆

月

▼

｢

Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ａ
展｣

打
合
せ(

青
森

２
日(
木)

放
送･
ホ
ー
ル
ド
オ
ン)

▼

｢

鹿
内
秀
雄･

牧
子
コ
レ
ク

５
日(

日)

シ
ョ
ン
展｣
最
終
日

▼

展
示
替
え
臨
時
休
館(

～
７／

)

７
日(

火)

15

｢

鹿
内
秀
雄･

牧
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展｣

作

品
撤
去
作
業
。
正
面
玄
関
看
板
撤
去(

青

森
ス
タ
ジ
オ)

▼

自
動
ド
ア
定
期
点
検(
ナ
ブ
コ

８
日(

水)

シ
ス
テ
ム)

。
電
気
設
備
定
期
点
検(

佐

藤
電
気)

▼

徳
島
県
立
近
代
美
術
館
様
ご

日(

金)

10来
館(

鷹
山
宇
一
調
査)

▼

友
の
会
総
会

日(

土)

11
▼

)

七
彩
会

日(

日

12
▼

消
防
設
備
点
検(

昭
和
電
気)

日(

水)

15
▼

友
の
会
会
報
発
送
作
業

日(

土)

25
▼

友
の
会
研
修
旅
行(

横
手
市･

日(

日)

26秋
田
近
美)

✾

✾

✾

✾

✾

✾

✾

✾

年
２
０
２
２

ス
タ
ッ
フ
ご
紹
介

新
の

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
教
育
普
及
員

補
助
と
し
て
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
僕
も
絵
を
描

く
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
た
く
さ
ん

の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
触
れ
た
り
、
美

術
館
の
仕
事
に
関
わ
れ
る
こ
と
が
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
現
在
受
付
業
務
を
中

心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
社
会
人
と
し

て
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
日
々
お
客

様
と
顔
を
合
わ
せ
る
立
場
と
し
て
、
正

し
い
言
葉
遣
い
と
マ
ナ
ー
を
心
が
け
全

力
で
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
教
育
普
及
員
補
助

佐
々
木
信
心
】

お
久
し
ぶ
り
で
す
。
こ
の
４
月
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大
池
で
す
。

丸
８
年
ぶ
り
の
美
術
館
で
の
お
仕
事
。

久
々
に
展
示
替
え
作
業
を
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
楽
し
い
と
は
！
心
躍
る
と
は
こ
の

よ
う
な
心
地
な
の
だ
と
、
想
像
以
上
の
充

実
感
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
が

大
好
き
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
、
と
、
再
び
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
と
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

異
動
当
初
小
学
３
年
生
だ
っ
た
息
子
も

高
校
３
年
生
と
な
り
ま
し
た
。
長
か
っ
た

の
か
短
か
っ
た
の
か
？
こ
の
間
、
様
々
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
人
へ
と
成
長
し

て
い
く
姿
を
追
い
な
が
ら
、
果
た
し
て
私

自
身
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
修
行
の
成
果
が

あ
っ
た
と
し
た
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
は
私
も

美
術
館
の
お
役
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
、

と
、
こ
れ
ま
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
か
ら
の
「
た
ま
も
の
」
を
、
今

度
は
美
術
館
に
お
返
し
で
き
た
な
ら
い
い

な
、
そ
の
よ
う
な
思
い
で
戻
っ
て
参
り
ま

し
た
。

大
切
な
の
は
、
開
館
以
来
の
鷹
山
宇
一

記
念
美
術
館
イ
ズ
ム
。
例
え
る
な
ら
鷹
山

美
術
館
と
い
う
木
の
根
っ
こ
や
幹
を
腐
ら

す
こ
と
な
く
次
の
世
代
へ
と
繋
い
で
行
く

こ
と
。
生
き
方
、
信
念
、
夢･･･

当
館
な

ら
で
は
の
心
軸
を
も
っ
て
、
皆
様
に
感
動

や
生
き
る
希
望
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
微
力
な
が
ら
、
黒
子
と
な
っ
て
美
術

館
を
支
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が

必
要
で
す
。
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

【
副
館
長
／
学
芸
員

大
沢
田

亜
希
子
】

(

大
池)

「ささき しんじん」★

▲この春高校を卒業した社会人1年
生です。ご指導のほどよろしくお願い
いたします。

「おおさわだ あき★

こ」
▲織田廣喜先生が描いてくださった私
の似顔絵、当時2ヶ月の息子と共に。

✾ ✾ ✾✾ ✾ ✾ ✾ ✾
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新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

令
和
３
年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

新
年
度
も
友
の
会
で
は
、
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
の
応
援
と
会

員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
研
修
旅
行
、
講
演
会
等
を
企
画
し
、
微

力
な
が
ら
地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

尚
、
更
新
及
び
新
規
入
会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
同
封
の

郵
便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
への
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
への
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
への
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
感
染
防
止
対
策
を

心
が
け
、
さ
ら
に
水

分
、
塩
分
補
給
等
を

行
い
、
熱
中
症
対
策

に
も
留
意
し
て
今
年

の
夏
を
乗
り
切
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
通
常
総
会
無
事

に
終
了
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
照
井
壽
一
）

～令和４年度第１回研修旅行のご案内～

ຐා͈ၫ ജ඾ْུز ཱ ໲ঊ
令和４年度第１回研修旅行を下記のとおり計画致しまし

た。会員各位にはマスク着用のほか感染予防と体調管理

に十分ご留意の上、ご参加下さるよう御案内致します。

令和４年度 第 １ 回研修旅行

月 日（ ）日 時：令和４年 ６ ２６ 日
研修先：秋田県横手市 秋田県立近代美術館

（入館料、昼食代、交通費等含む）参加費：10，000円
募集人員：先着３０名（最少催行人員は20名）

研修行程（予定）
7:00 みちのく銀行十和田支店前出発
7:20 七戸南公民館出発
7:30 鷹山宇一記念美術館出発
11:30 昼食
12:15 秋田県立近代美術館「堀文子展」鑑賞
14:30 同美術館出発
18:30 鷹山宇一記念美術館着～十和田市へ
※詳細日程は、後日参加者にお送りします。

「一所不住」
から生まれた
名作たち
命の輝きを◆

見つめ、「ある
がままに自分を
表現」した堀文
子（ほりふみこ
1 9 1 8 - 2 0 1
9）。昭和初期
から平成の長
きに渡り、画壇
にとらわれるこ
となく自らの作
品を描き続け

た堀の姿は、今も尚多くの人々に感動を与えています。本
展では、堀が所属した革新的な日本画団体と100歳まで
開催した個展の出品作から作品を厳選し、さらにこの度堀
の画室から見つかった作品の大下図も出品。加えて、戦前
から戦後の堀の画風を確立する大きな力となった2人の日
本画家、秋田出身の柴田安子と福田豊四郎にもスポットを
当てます。常に新たな感動を持ち続けるべく「一所不住」の

遷をご覧く精神を貫いた、孤高の画家堀文子の作品の変
(秋田県立近代美術館ＨＰより引用）ださい。

≪花霞≫第３７回新制作展/
(株)米八 所蔵グループ

☆ ☆会費納入について

美術館窓口、郵便振替に加え下記口座からも納入出来るよう
になりましたのでご活用下さい。
〇銀 行 名 青森銀行 七戸支店
〇口座番号 ３０７３３７
〇口座名義 鷹山宇一記念美術館友の会

会長 下山恭美子


